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『カフネ』

著者：阿部暁子

2025年 本屋大賞
受賞作品。本の帯には
「おいしい」と泣くこ
とから再生は始まる。
と書かれています。家
事代行サービス「カフ
ネ」を通じて人々の暮
らしと心を整えていく
物語です。

『うみへ　やまへ』

著者：三浦太郎

この絵本は、主人公
が2人います。読む
ときは注意してくだ
さいね。前からと後
ろから、ふたつのお
話が楽しめる絵本で
す。

『ただいま！

　保育士でこ先生』

著者：でこぽん吾郎

図書館だよりをリニューアルしました。紹介文や挿絵などを書い

てみたいという方がいましたら、お気軽にお声がけください。

特集！落語を楽しもう

2025.7

2025年6月22日、公開講座で落語家の桂文我さんをお招きし、

おやこ寄席を開催しました。当日、子どもたちは桂さんの問い

かけに元気いっぱいに答えながら、落語の世界を楽しんでいま

した。私も落語鑑賞初心者ですが、面白さと奥深さを実感した

一日でした。

その中で紹介されたのが、絵本『じごくのそうべえ』です。

みなさん、この絵本をご存じですか？幼稚園や保育園でもよく

読まれている人気の作品なので、読んだ（もしくは読んでもら

った）ことがある方も多いかもしれません。

実はこの絵本、落語がもとになっているんです。上方落語の名

作「地獄八景亡者戯（じごくばっけいもうじゃのたわむれ）」

を、桂米朝さんが現代風に仕立て直し、それを田島征彦さんが

絵本として子ども向けに創作したものなんです。

桂文我さんのお話によると、「じごくのそうべえ」は落語ではな

んと1時間半もかかる長編だそうです。びっくりしました。（ち

なみに、最も短い落語は3秒らしいです。子ども達には大うけで

した。）

図書館では現在、「落語を楽しもう！」特集を開催中です。『ま

んじゅうこわい』や『寿限無』など、読み聞かせにいかがでし

ょうか。ぜひ、落語の世界にふれてみてください。

『じごくのそうべえ』
作：田島征彦
出版社：童心社

請求番号：E/ジ

令和7年度ユマニテク短期大学公開講座の様子

「実録保育士でこ先

生」シリーズ、待望

の第２シーズン開始

です。こちらも全巻

揃えるつもりで購入

しました。あるある

満載の保育士漫画で

す。



１ 『パンどろぼう』 柴田ケイコ　作 絵本

2 『はらぺこあおむし』 エリック=カール 　作 絵本

3 『おはなしいっぱい!楽しい手袋シアター』 amico　著 保育実践

4 『保育で使える手あそび歌 かんたんピアノでもっと楽しく!』阿部直美 金子みどり著 保育実践

5 『たっぷり！保育の手あそび・歌あそび 見てすぐわかる！』 井上明美  編著 絵本

6 『へんしんトンネル』 あきやまただし作・絵 絵本

7 『ぼうしとったら しかけえほん』 tupera tupera　作 絵本

8 『いないいないばあ』 松谷みよ子  文 瀬川康男  え 絵本

9 『どうぞのいす』 香山美子　作 柿本幸造　絵 絵本

10 『だるまさんの』 かがくいひろし  さく 絵本

図書館からお知らせ
◆夏休み長期貸出について
1年生・・・7/11（金）から手続き開始
2年生・・・7/28（月）から手続き開始

返却日：9/24（水）
◆夏休み中の開館時間　10時～17時
※図書館カレンダーやTeamsで開館日を確認の上、
利用してください。

昨年度貸出上位ランキング！

箕浦龍一先生　おすすめの絵本！

ユマニテク短期大学図書館
[開館] 9:00  [閉館] 17:00  [休館] 土・日曜・祝日 

059-356-8170
https://jc-humanitec.ac.jp/library/

〒510-0066三重県四日市市南浜田町4-21

黄色い○が一つ。
「きいろいまるをおしてつぎへいこう」
黄色い○が２つに。
「そうそう！じゃ　もういちど　きいろいまるを　おしてみると・・・」
そう、黄色い○は３つになります。

触って遊べる絵本「まる まる まる の ほん」
この絵本の魅力は、何といっても「触って遊べる」仕掛け。
ページに描かれた青、黄、赤のシンプルな丸は、子どもたちが指で押したり、
振ったり、傾けたりするたびに、まるで魔法のように色や形が変化します。
「おしてごらん」「ふってごらん」といった簡単な言葉によって、子どもたち
はあっという間に絵本の物語の中に吸い込まれていきます。
私が小学校で読み聞かせた時は、子どもたちは夢中になって指を伸ばしてピッ
て押したり、本を傾けたり、ゆすったりしてくれました。
2010年に発行された、エルヴェ・テュレ作、たにかわしゅんたろう訳の
「まる まる まる の ほん」でした。

『まるまるまるのほん」
テュレ，エルヴェ【作】

谷川 俊太郎【訳】

請求記号　E/マ

（蔵書検索）

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%83%86%E3%83%A5%E3%83%AC+%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%B4%E3%82%A7
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E8%B0%B7%E5%B7%9D+%E4%BF%8A%E5%A4%AA%E9%83%8E

